
旅団内各部隊の築城技
術を向上

普通自動２輪免許の取得
及び自動２輪操縦に必要な技
能を教育し特技を認定

戦傷治療に関する最新の
知識及び技能を普及し部
隊の能力向上に資する隊
員を育成

アナウンサー集合訓練
（第１４旅団司令部）

文書特技検定
（第１４旅団司令部）

戦傷治療集合訓練
（第１４旅団司令部）

機能別訓練（施設）
（第１４施設隊）

自動２輪操縦集合教育
（第１４偵察隊）

化学火工品処理技能者集合訓練

（第１４特殊武器防護隊）

第
14
旅
団
（
旅
団
長

大
場
剛

陸
将
補
）
は
、
令
和
5
年
11
月
1

日
夕
か
ら
５
日
ま
で
の
間
、
愛
媛

県
大
洲
市
で
発
生
し
た
山
林
火
災

に
伴
い
、
愛
媛
県
知
事
か
ら
の
要

請
を
受
け
、
災
害
派
遣
活
動
を
実

施
し
た
。

山
林
火
災
の
現
場
は
、
急
斜
面

の
山
で
あ
り
、
地
上
か
ら
の
消
火

活
動
は
困
難
な
こ
と
か
ら
ヘ
リ
に

よ
る
空
中
消
火
活
動
を
行
う
た
め
、

第
14
旅
団
の
唯
一
の
航
空
部
隊
で

あ
る
第
14
飛
行
隊
を
基
幹
と
し
、

中
部
方
面
航
空
隊
（
八
尾
・
美

保
）
及
び
航
空
学
校
（
明
野
）
の

支
援
を
受
け
、
Ｕ
Ｈ‐

1×

４
機
、

Ｃ
Ｈ‐

47×

３
機
の
ほ
か
、
航
空

機
管
制
、
映
像
伝
送
、
通
信
、
燃

料
、
糧
食
、
輸
送
等
の
支
援
部
隊

か
ら
な
る
災
害
派
遣
部
隊
を
編
成

し
、
大
洲
地
区
運
動
公
園
に
活
動

拠
点
を
設
置
し
空
中
か
ら
の
消
火

活
動
に
当
た
っ
た
。

消
火
活
動
は
、
陸
上
自
衛
隊
の

ほ
か
、
愛
媛
県
防
災
ヘ
リ
に
加
え

応
援
に
駆
け
付
け
た
他
県
の
防
災

ヘ
リ
を
含
む
６
機
態
勢
で
行
わ
れ
、

こ
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
第

14
飛
行
隊
は
、
Ｕ
Ｈ‐

1
に
よ
る

現
場
上
空
で
の
航
空
統
制
を
行
い
、

ま
た
、
支
援
部
隊
の
第
14
後
方
支

援
隊
は
、
活
動
拠
点
で
あ
る
大
洲

地
区
運
動
公
園
へ
の
航
空
燃
料
の

輸
送
し
、
第
14
通
信
隊
は
通
信
を

確
保
し
、
中
部
方
面
管
制
気
象
隊

（
八
尾
）
は
航
空
機
の
運
航
に
必

要
な
気
象
情
報
の
提
供
、
飛
行
の

統
制
・
調
整
を
行
っ
た
。

活
動
開
始
か
ら
５
日
目
の
11
月

５
日
昼
、
自
治
体
に
よ
る
地
上
か

ら
の
消
火
活
動
が
可
能
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
愛
媛
県
知
事
の
撤
収

要
請
を
受
け
、
５
日
間
に
わ
た
る

災
害
派
遣
活
動
を
終
了
し
、
活
動

拠
点
か
ら
の
撤
収
に
際
し
て
は
、

近
傍
の
方
々
の
温
か
い
見
送
り
を

受
け
、
災
害
派
遣
部
隊
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
駐
屯
地
に
帰
隊
し
た
。

こ
の
活
動
に
対
し
11
月
27
日
、
中
村
時
広
愛
媛
県
知
事

よ
り
、
11
月
29
日
、
二
宮
大
洲
市
長
よ
り
、
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
た
。
中
村
知
事
か
ら
は
、
「
午
後
６
時
過
ぎ
に
災

害
派
遣
要
請
を
行
っ
た
が
午
後
８
時
ご
ろ
に
行
っ
た
会
議

の
場
に
は
自
衛
官
の
姿
が
あ
り
、
そ
の
後
、
深
夜
12
時
に

は
航
空
機
が
現
場
に
来
て
く
れ
た
。
県
が
考
え
て
い
た
以

上
の
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
て
く
れ
た
。
大
洲
市

民
は
と
て
も
心
強
く
感
じ
て
い
た
。
」
等
の
感
謝
の
言
葉

を
賜
り
、
こ
れ
に
対
し
旅
団
長
は
、
「
こ
れ
か
ら
も
何
か

あ
れ
ば
役
立
て
る
よ
う
精
進
し
て
い
き
た
い
。
」
と
話
し

た
。

旅団長統率方針「万事任務が基準」
旅団長要望事項「実力の進化」「地域との連携」
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し こ く
１

愛媛県大洲市白滝の山林火災に

対する災害派遣（１面）

四国地区殉職隊員追悼行事 （１面）

隊員家族投稿（中部方面特科隊） （５面）

隊員職種紹介（第１４飛行隊） （５面）

主な記事

煙が立ち込めるなか散水を行うＣＨ‐４７

各種行事における司会
者の育成及び履修者の
能力を向上

第１４旅団訓練
の
１コマ

愛
媛
県
知
事

愛媛県大洲市白滝の山林火災に対する災害派遣

感
謝
状
を
贈
呈

現
地
調
整
所
に
て
消
防
と
の
調

整
を
行
う
隊
員
（
写
真
中
央
）

旅
団
の
行
動
記
録
の
た
め
の

撮
影
を
行
う
隊
員

第１５即応機動連隊儀じよう隊による弔銃

第
14
旅
団
は
、
令
和
５
年
11
月

18
日
、
善
通
寺
駐
屯
地
に
お
い
て

「
令
和
５
年
度
四
国
地
区
殉
職
隊

員
追
悼
行
事
」
を
実
施
し
た
。

当
日
は
、
時
折
り
霰
が
降
り
雷

の
鳴
る
な
か
駐
屯
地
体
育
館
に
お

い
て
、
ご
遺
族
、
ご
来
賓
の
ご
臨

席
並
び
に
旅
団
隷
下
部
隊
長
及
び

駐
屯
地
部
隊
長
等
が
参
列
し
厳
粛

か
つ
し
め
や
か
に
行
わ
れ
た
。

拝
礼
及
び
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、

執
行
者
で
あ
る
大
場
旅
団
長
が

「
国
防
と
い
う
崇
高
な
職
務
に
殉

じ
ら
れ
た
五
十
一
柱
の
御
霊
に
対

し
、
謹
ん
で
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま

す
。
我
々
自
衛
官
は
、
生
前
、
献

身
的
に
任
務
を
遂
行
さ
れ
た
御
霊

の
高
い
志
を
受
け
継
ぎ
、
こ
れ
か

ら
も
、
事
に
望
ん
で
は
危
険
を
顧

み
ず
、
身
を
も
っ
て
責
務
の
完
遂

に
努
め
、
も
っ
て
国
民
の
負
託
に
、

全
隊
員
が
さ
ら
に
職
務
に
邁
進
す

る
こ
と
を
五
十
一
柱
の
御
霊
に
改

め
て
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。
」

と
追
悼
の
辞
を
述
べ
た
。

そ
の
後
、
ご
遺
族
を
代
表
さ
れ
、

遺
族
会
中
部
方
面
分
会
四
国
支
部

部
長
よ
り
、
「
職
に
殉
じ
た
私
た

ち
の
家
族
は
、
自
ら
の
人
生
を
か

け
た
職
に
お
い
て
、
志
半
ば
と
は

い
え
、
こ
れ
ま
で
信
じ
た
道
を
精

一
杯
生
き
て
参
り
ま
し
た
。
私
た

ち
遺
族
は
こ
の
よ
う
な
家
族
を
誇

り
と
し
て
、
深
い
悲
し
み
を
乗
り

越
え
力
強
く
生
き
て
参
る
所
存
で

す
。
今
後
と
も
、
第
十
四
旅
団
が

国
民
の
た
め
、
そ
し
て
四
国
四
県

の
県
民
の
た
め
に
ご
活
躍
さ
れ
、

日
本
の
平
和
が
永
遠
に
続
く
こ
と

を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。
」

と
の
挨
拶
を
さ
れ
、
本
追
悼
式
へ

の
感
謝
が
述
べ
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
第
14
音
楽
隊
に
よ
り
、

「
苦
し
み
か
ら
解
放
」
さ
れ
る
こ

と
を
願
い
作
ら
れ
た
「
ひ
こ
う
き

雲
」
が
追
悼
演
奏
さ
れ
、
拝
礼
に

続
く
儀
じ
よ
う
隊
に
よ
る
弔
銃
の

音
が
響
く
中
、
五
十
一
柱
の
鎮
魂

を
祈
っ
た
。

化学火工品の取り扱い及
び不発品の処理要領につ
いて必要な技能を付与

自衛隊に関する文書、庶務等
に関する業務を行うために必
要な技能を評価

大

洲

市

長

よ
り

関
連
＝
❸
面

関連＝❹面関連＝❸面

愛媛県知事から感謝状を受ける旅団長大洲市長（写真：左）と懇談をする旅団長



観閲部隊（川村２佐以下１６０名）観閲官（佐藤１佐）

化学攻撃を想定し対処する隊員

空
包
射
撃
（
Ｆ
Ｈ
ー
70
）

11
月
上
旬
ま
で
の
間
、
小
野

演
習
場
（
愛
媛
県
）
に
お
い

て
、
令
和
五
年
度
射
撃
中
隊

訓
練
検
閲
を
実
施
し
た
。

本
検
閲
は
、
「
よ
く
騙

せ
」
「
よ
く
健
在
せ
よ
」
の

２
点
を
要
望
事
項
に
、
作
戦

準
備
か
ら
火
力
戦
闘
に
任
ず

る
全
般
任
務
を
付
与
さ
れ
た

射
撃
中
隊
の
行
動
を
検
し
た

も
の
で
あ
る
。
作
戦
環
境
下

と
い
う
特
性
を
再
認
識
す
る

と
と
も
に
、
作
戦
の
終
結
に

至
る
ま
で
あ
ら
ゆ
る
手
段
を

尽
く
し
て
健
在
性
を
保
持
し
、

火
力
戦
闘
を
継
続
す
る
こ
と

は
、
旅
団
の
戦
い
に
お
い
て
、

必
要
不
可
欠
な
戦
闘
能
力
で

あ
る
。

朝
夕
の
寒
暖
差
の
激
し
い

気
象
条
件
の
中
、
各
中
隊
長

の
冷
静
・
沈
着
な
指
揮
の
下
、

全
隊
員
が
一
致
団
結
し
「
よ

く
騙
し
」
「
よ
く
健
在

し
」
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
克

服
し
、
日
頃
の
訓
練
成
果

を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
。

本
検
閲
に
お
い
て
得
ら

れ
た
成
果
の
更
な
る
進

歩
・
向
上
を
主
眼
と
し
て
、

隊
は
訓
練
を
積
み
重
ね
、

戦
闘
能
力
の
向
上
を
図
る

所
存
で
あ
る
。

中
部
方
面
自
衛
太
鼓
集
合
訓
練
に

参
加
す
る
杉
本
１
士

２ しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１８４号 令和５年（2023年）１１・１２月四 国

第１５即応機動連隊第５０普通科連隊

総
本
山
善
通
寺
の
五
重
塔
が
背
に
浮
か
ぶ
鮮
や
か
な
衣
装
を
纏
い
、
力
強
い

太
鼓
の
音
が
鳴
り
響
き
聴
く
人
々
の
心
を
鼓
舞
さ
せ
る
善
通
寺
十
五
聯
太
鼓

中部方面特科隊

中
部
方
面
特
科
隊(

隊

長

細
川
香
宣
１
等
陸

佐
）
は
、
10
月
下
旬
か
ら

第
50
普
通
科
連
隊
（
連

隊
長

山
内
和
也
1
等
陸

佐
）
は
、
12
月
上
旬
、
日

本
原
演
習
場
（
岡
山
県
）

に
お
い
て
連
隊
野
営
を
実

施
し
た
。

本
演
習
で
は
、
01
式
軽

対
戦
車
誘
導
弾
（
01
Ａ
Ｔ

Ｍ
）
、
１
１
０
ｍ
ｍ
個
人

携
帯
対
戦
車
弾
（
Ｌ
Ａ

Ｍ
）
、
84
ｍ
ｍ
無
反
動
砲

（
84
Ｒ
Ｒ
）
及
び
81
ｍ
ｍ

迫
撃
砲
の
実
弾
訓
練
を
実

施
し
た
。

本
射
撃
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
各
隊
員
は
日
々
安

全
管
理
を
徹
底
し
練
成
訓

練
に
励
ん
で
き
た
。
当
日

は
練
成
の
成
果
を
発
揮
し
、

所
望
の
結
果
を
獲
得
し
、

任
務
を
完
遂
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

第１４後方支援隊

第
14
後
方
支
援
隊
（
隊
長

佐
藤

欣
央
１
等
陸
佐
）
は
令
和
５
年
11
月

23
日
、
善
通
寺
駐
屯
地
に
お
い
て
、

創
隊
17
周
年
記
念
行
事
を
実
施
し
た
。

当
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
三
豊
市

長
を
は
じ
め
、
歴
代
後
方
支
援
隊
長
、

関
係
企
業
、
家
族
会
、
Ｏ
Ｂ
、
関
係

部
隊
長
及
び
各
自
衛
隊
協
力
団
体
の

会
長
な
ど
多
く
の
方
々
に
ご
臨
席
い

た
だ
き
記
念
行
事
は
盛
会
に
終
わ
っ

た
。観

閲
式
の
式
辞
に
お
い
て
佐
藤
隊

長
は
、
「
第
14
後
方
支
援
隊
は
『
四

国
の
守
り
の
要
で
あ
る
旅
団
の
作
戦

を
支
え
る
兵
站
・
衛
生
支
援
部
隊
』

で
あ
る
我
々
は
、
地
域
の
皆
様
か
ら

信
頼
さ
れ
、
国
民
の
負
託
に
こ
た
え

ら
れ
る
強
靭
に
支
援
を
継
続
す
る
部

隊
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
任
務

即
応
』
を
合
言
葉
に
、
い
か
な
る
事

態
に
も
即
応
し
、
与
え
ら
れ
た
任
務

を
完
遂
で
き
る
よ
う
『
戮
力
恊
心

（
り
く
り
ょ
く
き
ょ
う
し
ん
）
』
と

『
明
る
く
前
向
き
に
』
を
常
に
意
識

し
て
隊
務
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た

い
。
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
式
典
終
了
後
は
駐
屯
地
隊

員
食
堂
に
お
い
て
祝
賀
会
食
を
実
施

し
、
ご
来
場
さ
れ
た
方
々
へ
感
謝
の

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
団
結
を
深

め
た
。

そ
の
他
、
駐
屯
地
各
所
に
お
い
て

各
種
イ
ベ
ン
ト
（
職
場
体
験
、
家
族

支
援
・
子
供
広
場
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
等
）
を
実
施
し
、
来
場
し
た
隊
員

家
族
等
と
の
一
体
感
の
醸
成
を
図
る

と
と
も
に
、
防
衛
基
盤
の
充
実
に
寄

与
し
た
。

中
部
方
面
隊
音
楽
ま
つ
り
に
向
け

集

中

練

成

開

始

第
15
即
応
機
動
連
隊(

連
隊

長

徳
淵
文
雄
１
等
陸
佐
）
は
、

11
月
上
旬
か
ら
善
通
寺
駐
屯
地

に
お
い
て
、
令
和
５
年
度
中
部

方
面
隊
音
楽
ま
つ
り
に
向
け
集

中
練
成
を
開
始
し
た
。

善
通
寺
十
五
聯
太
鼓
は
、
平

成
25
年
２
月
に
隊
員
17
名
で
活

動
を
開
始
し
、
今
年
で
10
年
の

節
目
を
迎
え
る
。
現
在
、
太
鼓

部
長
の
紀
平
摩
周
３
等
陸
曹

（
第
１
普
通
科
中
隊
）
を
筆
頭

に
隊
員
18
名
が
活
動
し
て
い
る
。

中
部
方
面
隊
音
楽
ま
つ
り
に
向

け
本
年
度
自
衛
隊
に
入
隊
し
た

３
名
の
隊
員
が
新
た
な
勢
力
と

な
り
、
基
礎
訓
練
と
と
も
に
演

奏
曲
目
の
練
成
を
日
々
実
施
し

て
い
る
。
ニ
ュ
ー
フ
ェ
ー
ス
の

杉
本
有
咲
１
等
陸
士
（
本
部
管

理
中
隊
）
は
「
見
に
来
て
く
だ

さ
る
お
客
様
に
感
動
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
」

と
心
意
気
を
見
せ
た
。

心 に響く演奏を

衣装を纏った善通寺十五聯太鼓の隊員

要望事項

有
事
を
想
定
し
た
射
撃
中
隊
訓
練
検
閲
を
実
施

重機関銃による対空戦闘

連隊野営の実施
各種射撃を実施し練度向上を図る

各種射撃の様子

81
㎜
迫
撃
砲

１
１
０
㎜
個
人
携
帯

対
戦
車
弾
（
Ｌ
Ａ
Ｍ
）

01
式
軽
対
戦
車
誘
導
弾

（
01
Ａ
Ｔ
Ｍ
）

巡 閲



般
道
に
お
け
る
基
本
操
縦
、

大
池
訓
練
場
（
香
川
県
）
や

国
分
台
演
習
場
（
香
川
県
）

に
お
け
る
応
用
操
縦
と
段
階

的
に
各
種
操
縦
技
能
を
練
成

し
た
。

基
本
操
縦
で
は
、
香
川

県
・
徳
島
県
の
一
般
道
を
使

用
し
て
昼
・
夜
間
の
操
縦
訓

練
に
よ
り
、
オ
ー
ト
バ
イ
に

よ
る
部
隊
行
動
を
練
成
す
る

と
と
も
に
、
応
用
操
縦
で
は
、

演
習
場
の
各
種
地
形
を
活
用

し
た
不
整
地
・
錯
雑
地
等
に

お
け
る
操
縦
要
領
を
練
成
し

た
。11

月
下
旬
に
は
、
大
池
訓

練
場
に
お
い
て
、
教
育
の
集

大
成
と
な
る
練
度
判
定
を
実

施
し
た
。

各
隊
員
は
、
寒
さ
と
緊
張

に
よ
り
体
が
強
張
る
中
、
真

剣
な
眼
差
し
・
熱
意
溢
れ
る

姿
勢
で
臨
み
、
こ
れ
ま
で
の

練
成
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
、
低
速
走
行
、
ス
ラ
ロ
ー

ム
、
一
本
橋
通
過
、
ブ
レ
ー

キ
タ
ー
ン
、
丸
太
越
え
等
の

基
礎
的
な
技
術
の
判
定
に
見

事
合
格
し
た
。

第
14
偵
察
隊
は
、
各
種
訓

練
の
ほ
か
、
来
年
度
の
駐
屯

地
記
念
行
事
に
お
い
て
、
約

４
年
振
り
に
実
施
予
定
で
あ

る
「
オ
ー
ト
バ
イ
ド
リ
ル
」

に
向
け
、
引
き
続
き
練
度
を

向
上
さ
せ
て
い
く
。

対空戦闘（９３式近ＳＡＭ）状況掌握中の柵木３等陸尉

呼気点検訓練開始式

一
般
道
走
行
を
行
う
隊
員

練度評価を受ける隊員
（一本橋通過）

練度評価を受ける隊員
（ブレーキターン）

第
14
情
報
隊
（
隊
長

甲
斐
清

博
２
等
陸
佐
）
は
、
10
月
下
旬
か

ら
11
月
中
旬
ま
で
の
間
、
ア
メ
リ

カ
本
土
の
演
習
場
で
実
施
さ
れ
た

ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
ダ
ー
23
に
参
加

し
た
。
情
報
隊
は
普
通
科
、
特
科
、

機
甲
科
部
隊
と
連
携
し
、
上
空
を

偵
察
飛
行
し
敵
情
を
解
明
す
る
と

い
う
任
務
の
下
、
氷
点
下
の
中
の

ク
レ
ー
ン
作
業
や
、
様
々
な
状
況

に
遭
遇
し
つ
つ
飛
行
準
備
を
完
了

し
た
。

当
日
は
、
日
本
と
違
っ
た
環
境

下
で
の
各
種
訓
練
・
機
体
の
カ
メ

ラ
操
作
等
、
現
地
で
し
か
体
験
で

き
な
い
も
の
も
多
く
、
部
隊
と
し

て
貴
重
な
経
験
を
積
む
こ
と
が
で

き
た最

後
に
隊
長
は
、
「
香
川
県
善

通
寺
駐
屯
地
か
ら
ア
メ
リ
カ
本
土

の
演
習
場
と
か
な
り
の
長
距
離
機

動
で
あ
っ
た
が
、
隊
員
誰
一
人
、

病
気
や
ケ
ガ
を
す
る
事
な
く
全
員

で
善
通
寺
に
帰
隊
で
き
、
一
安
心
。

ま
た
今
回
の
様
な
米
国
で
の
訓
練

は
滅
多
に
な
い
た
め
、
環
境
の
変

化
に
も
即
座
に
対
処
で
き
る
部
隊

を
目
指
し
、
今
回
の
経
験
を
糧
に

さ
ら
に
活
躍
し
て
い
こ
う
。
」
と

締
め
く
く
っ
た
。

３

第１４偵察隊
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第
14
偵
察
隊
（
隊
長

堀
慎

也
２
等
陸
佐
）
は
、
10
月
下
旬

か
ら
12
月
上
旬
ま
で
の
間
、
令

和
５
年
度
旅
団
自
動
２
輪
操
縦

集
合
教
育
を
担
任
し
、
旅
団
各

部
隊
か
ら
集
ま
っ
た
13
名
に
対

し
て
、
各
種
状
況
下
に
お
け
る

オ
ー
ト
バ
イ
操
縦
技
能
等
を
修

得
さ
せ
た
。

前
段
は
、
琴
平
自
動
車
教
習

所
に
お
い
て
、
自
動
二
輪
免
許

取
得
の
た
め
に
学
科
・
技
能
講

習
を
受
講
す
る
と
と
も
に
、
課

業
外
を
活
用
し
て
学
科
勉
強
等

を
実
施
す
る
な
ど
、
慣
れ
な
い

自
動
二
輪
車
に
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
も
全
員
が
検
定
合
格
を
目

指
し
て
真
剣
に
取
り
組
み
、
無

事
に
免
許
を
取
得
し
た
。

免
許
取
得
後
の
後
段
は
、
一

第１４情報隊

第１４飛行隊

愛
媛
県
大
洲
市
白
滝
の
山
林
火
災
に
対
す
る
災
害
派
遣

諸職種と情報と火力の連携！
飛
行
点
検
を
行
う
隊
員

必
撮
を
胸
に多職種１３名が参加

自動２輪集合訓練を実施

第
14
高
射
特
科
隊
（
隊
長

鶴
ヶ

野
翔
太
２
等
陸
佐
）
は
12
月
上
旬
、

小
野
演
習
場
（
愛
媛
県
）
に
お
い
て

近
Ｓ
Ａ
Ｍ
、
短
Ｓ
Ａ
Ｍ
及
び
指
揮
に

お
け
る
訓
練
検
閲
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
高
射
特
科
隊
の
基
本

的
な
行
動
の
中
で
各
級
指
揮
官
の
指

揮
、
部
隊
の
基
本
的
行
動
及
び
隊
員

の
基
礎
動
作
に
つ
い
て
評
価
・
判
定

し
、
じ
後
の
進
歩
向
上
を
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

訓
練
間
、
陣
地
占
領
、
築
城
（
個

人
用
・
重
機
関
銃
掩
体
の
構
築
）
、

夜
間
に
お
け
る
陣
地
変
換
及
び
実
機

に
よ
る
対
空
戦
闘
に
つ
い
て
演
練
し
、

隊
の
野
外
行
動
能
力
を
向
上
さ
せ
た
。

検
閲
終
了
後
、
尻
澤
２
等
陸
尉
は

「
全
小
隊
員
が
自
身
の
任
務
を
理
解

し
、
訓
練
の
練
成
成
果
を
充
分
に
発

揮
で
き
た
。
こ
の
練
度
を
維
持
向
上

さ
せ
た
い
。
」
と
語
り
、
柵
木
３
尉

は
「
対
空
実
射
に
引
き
続
き
任
務
達

成
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
来
年
度
に

向
け
て
精
進
し
続
け
る
。
」
と
意
気

込
ん
だ
。
ま
た
、
松
浦
２
曹
は
「
初

の
班
長
と
し
て
受
閲
し
、
大
変
な
こ

と
も
あ
っ
た
が
無
事
に
任
務
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
」
と
充
実
感
と

と
も
に
成
果
を
語
っ
た
。

第１４高射特科隊隊員インタビュー

初めて災害派遣活動に参加して

私
は
、
第
14
飛
行
隊
に

所
属
し
、
無
線
通
信
手
と

し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

第
14
飛
行
隊
は
、
航
空
機

を
使
っ
て
任
務
す
る
部
隊

で
今
回
の
災
害
派
遣
で
は
、

第
14
飛
行
隊
が
保
有
す
る

航
空
機
Ｕ
Ｈ―

１
Ｊ
を

も
っ
て
、
Ｃ
Ｈ
や
防
災
ヘ

リ
を
空
中
か
ら
統
制
す
る

と
い
う
任
務
で
し
た
。

松田 空１等陸士

－近ＳＡＭ 短ＳＡＭ 指揮－

令和５年度訓練検閲の実施

そ
の
中
で
私
は
、
航
空
機
と
無
線

交
信
を
す
る
無
線
通
信
手
と
し
て
勤

務
し
ま
し
た
。
飛
行
隊
が
展
開
し
た

大
洲
市
の
運
動
公
園
は
高
い
山
が
多

く
、
無
線
機
の
ア
ン
テ
ナ
を
ど
こ
に

設
置
し
た
ら
航
空
機
か
ら
の
無
線
が

聞
き
取
れ
る
か
を
創
意
工
夫
し
な
が

ら
行
い
ま
し
た
。
無
線
が
繋
が
ら
な

け
れ
ば
地
上
か
ら
航
空
機
を
支
援
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
私
に

と
っ
て
最
も
重
要
な
任
務
で
し
た
。

災
害
派
遣
は
今
回
が
初
め
て
で
あ

り
、
何
を
し
た
ら
い
い
か
、
わ
か
ら

な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た

が
、
上
司
の
指
導
に
よ
り
通
信
手
段

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
通
信
手

と
し
て
の
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
災
害
派
遣

で
自
分
が
感
じ
た
こ
と
を
次
の
災
害

派
遣
で
活
か
せ
る
よ
う
に
、
日
頃
か

ら
準
備
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



ビーム架設後、橋節を構成し車両による
通過点検の様子

ガイドビームにより橋の基盤を架設する様子
（ビーム架設）

隊
長
に
よ
る
教
育
の
様
子

化
学
火
工
品
を
受
領
す
る
隊
員

化
学
火
工
品
の
処
理
訓
練
の
様
子

あ
る
通
信
科
隊
員
と
し

て
基
本
的
な
野
外
行
動

に
つ
い
て
訓
練
を
実
施

し
た
。

引
き
続
き
、
旅
団
演

習
時
よ
り
改
良
し
た
警

備
要
領
に
つ
い
て
、
机

上
で
検
討
し
た
も
の
を

国
分
台
演
習
場
に
お
い

て
実
地
検
証
し
た
。
こ

の
際
、
教
育
隊
入
校
前

の
陸
曹
候
補
生
を
事
前

の
教
育
と
兼
ね
て
敵
役

と
し
て
配
置
さ
せ
、
各

候
補
生
に
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
工
夫
し
て
、
通
信
所

の
偵
察
、
襲
撃
等
を
実

施
し
た
。
攻
守
と
も
に

任
務
を
達
成
の
す
る
た

め
、
創
意
を
尽
く
し
た

こ
と
で
、
よ
り
実
戦
的

な
訓
練
を
実
施
し
多
く

の
成
果
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。

通
信
隊
は
旅
団
演
習

の
教
訓
を
早
期
に
形
に

す
る
こ
と
で
、
成
果
を

最
大
限
に
蓄
積
し
、
来

年
以
降
の
さ
ら
な
る
練

度
向
上
に
ま
い
進
す
る
。

警戒・自衛戦闘（機関銃で警戒する隊員）
国分台演習場

官
（
𠮷
田
２
佐
）
は
本
訓
練
に
あ
た

り
、
「
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
橋
梁
の

架
設
」
「
任
務
の
継
続
性
の
向
上
」

「
安
全
管
理
・
健
康
管
理
」
の
３
点

を
要
望
し
た
。

本
訓
練
で
は
、
夜
間
作
業
で
の
07

式
機
動
支
援
橋
の
架
設
を
実
施
し
、

坪
井
義
朗
小
隊
長
を
核
心
と
し
て
、

日
々
の
訓
練
の
成
果
を
存
分
に
発
揮

し
た
。
小
隊
一
丸
と
な
っ
て
困
難
な

状
況
下
、
発
生
し
た
様
々
な
問
題
を

克
服
し
、
任
務
を
達
成
す
る
と
と
も

に
、
作
戦
遂
行
能
力
の
向
上
を
図
る

こ
と
が
出
来
た
。

４

第１４通信隊
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第１４特殊武器防護隊

第

14

旅

団

司

令

部

付

隊

第
14
特
殊
武
器
防
護
隊

（
隊
長

西
原
清
隆
３
等

陸
佐
）
は
、
11
月
中
旬
、

善
通
寺
駐
屯
地
（
香
川

県
）
及
び
国
分
台
演
習
場

（
香
川
県
）
に
お
い
て
、

令
和
5
年
度
化
学
火
工
品

処
理
技
能
者
集
合
訓
練
を

担
任
・
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
旅
団
各
部

隊
の
隊
員
に
対
し
、
化
学

火
工
品
の
取
り
扱
い
要
領

及
び
処
理
技
能
を
習
得
さ

せ
る
た
め
の
訓
練
で
あ
り
、

訓
練
参
加
者
は
、
当
初
駐

屯
地
内
に
お
い
て
化
学
火

工
品
に
関
す
る
基
礎
知
識

の
座
学
、
模
擬
弾
を
用
い

た
実
習
（
予
行
）
に
よ
り
、

化
学
火
工
品
の
取
り
扱
い

要
領
、
不
発
品
の
処
理
要

領
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

当
初
は
慣
れ
な
い
様
子

だ
っ
た
訓
練
参
加
者
も
反

復
演
練
を
通
じ
て
徐
々
に

練
度
を
向
上
さ
せ
、
国
分

台
演
習
場
で
の
実
弾
を
用

い
た
化
学
火
工
品
の
取
り

扱
い
及
び
処
理
訓
練
に
よ

り
、
化
学
火
工
品
処
理
技

能
者
と
し
て
必
要
な
知
識

及
び
技
能
を
習
得
し
た
。

新
配
置
隊
員
も
加
わ
り
隊
訓
練
を
実
施

第１４施設隊

手旗を活用した車両誘導訓練の様子
大池訓練場

第
14
通
信
隊
（
隊
長

小
野
田
怜
２
等

陸
佐
）
は
、
12
月
上
旬
、
大
池
訓
練
場

（
香
川
県
）
及
び
国
分
台
演
習
場
（
香
川

県
）
に
お
い
て
隊
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
新
配
置
隊
員
の
戦
力
化
の

た
め
の
訓
練
と
、
10
月
に
行
わ
れ
た
旅
団

演
習
（
大
分
県
日
出
生
台
演
習
場
）
の
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め
の
訓
練
を
主
に

実
施
し
た
。

当
初
大
池
訓
練
場
に
お
い
て
、
今
年

度
入
隊
し
た
新
配
置
隊
員
に
対
し
て
タ

イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
装
着
方
法
や
車
両
誘

導
要
領
、
ノ
ー
ド
の
発
電
機
の
取
り
扱

い
及
び
車
両
偽
装
な
ど
、
車
両
部
隊
で

化学火工品処理技能者集合訓練の実施

発煙黄りん手りゅう弾投てき訓練の様子

「安
全
の
日
」を
活
用
し

隊
員
の
意
識
向
上
を
図
る

第
14
旅
団
司
令
部
付
隊

（
隊
長

菅
貴
光
３
等
陸

佐
）
は
、
11
月
下
旬
、
善
通

寺
駐
屯
地
に
お
い
て
、
訓
練

事
故
の
風
化
を
防
止
す
る
と

と
も
に
今
後
の
同
種
事
案
再

発
の
絶
無
を
図
り
、
隊
員
の

安
全
意
識
の
向
上
を
目
的
に

第
14
旅
団
が
制
定
す
る
「
安

全
の
日
」
を
活
用
し
、
安
全

管
理
の
重
要
性
に
つ
い
て
教

育
し
た
。

教
育
項
目
は
、
「
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
が
発
生
す
る
要

因
及
び
対
処
法
」
「
重
機
関

銃
射
撃
時
の
安
全
管
理
」
及

び
「
車
両
運
行
に
係
る
安
全

教
育
」
の
３
点
で
あ
る
。

教
育
に
先
立
ち
、
不
安
全

な
事
象
の
ほ
と
ん
ど
の
原
因

は
人
で
あ
り
、
「
人
は
必
ず

ミ
ス
を
す
る
。
」
こ
と
を
前

提
と
し
て
考
え
る
こ
と
、
ま

た
、
安
全
管
理
を
徹
底
す
る

た
め
に
は
、
隊
長
の
要
望
事

項
で
あ
る
「
想
像
力
の
発

揮
」
が

隊
員
一
人
ひ
と
り

に
求
め
ら
れ
、
起
こ
り
得
る

不
測
事
態
を
で
き
る
限
り
想

像
し
て
、
具
体
的
な
対
策
を

講
じ
る
こ
と
が
安
全
管
理
に

繋
が
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
教

育
を
実
施
し
た
。

隊
員
は
、
教
育
中
の
討
議

を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経

験
に
基
づ
い
た
「
想
像
力
を

発
揮
」
し
て
、
如
何
に
す
れ

ば
不
安
全
事
象
を
回
避
し
、

安
全
に
行
動
で
き
る
か
に
つ

い
て
、
相
互
に
意
見
交
換
を

行
い
、
安
全
管
理
意
識
の
高

揚
を
図
っ
た
。

車
両
事
故
に
関
し
て

Ｇ
Ｐ
ご
と
討
議
を
行
う
様
子

第
14
施
設
隊
（
隊
長

𠮷
田

正
幸
２
等
陸
佐
）
は
、
11
月
下

旬
、
原
村
演
習
場
（
広
島
県
）

に
お
い
て
隊
訓
練
（
渡
河
器

材
）
を
実
施
し
た
。

当
初
、
徳
島
駐
屯
地
に
お
い

て
隊
容
検
査
が
行
わ
れ
、
統
裁

隊検閲（渡河器材）の実施
ニーズに合致した橋梁の架設



アンサンブルによる演奏の様子
室内楽演奏会

５

会場を盛り上げる
司会者（野堀３曹）
レインボーコンサート

四
国
各
地
で
精
力
的
な
演
奏
、

広
報
活
動
を
実
施

しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１８４号 令和５年（2023年）１１・１２月四 国

部内 ・外表彰

第１４音楽隊

陸上自衛隊 第１４旅団

逐次発信中！

第１４旅団ホームページ
各種訓練・行事など

掲載中！

第１４旅団
ホームページ

中
部
方
面
特
科
隊

２
等
陸
曹

吉
田

智
志

長
男

悠
真
く
ん

「
ぼ
く
の
お
父
さ
ん
」

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
自
衛
隊
で
は
た
ら
い
て
い
ま
す
。
２
年
ほ
ど
前
に
九
州
の
宮

崎
県
え
び
の
市
か
ら
四
国
の
愛
媛
県
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

ぼ
く
は
ラ
ー
メ
ン
が
好
き
な
の
で
、
引
っ
越
し
し
て
き
て
か
ら
は
家
族
で
い
ろ
い
ろ

な
ラ
ー
メ
ン
屋
さ
ん
を
め
ぐ
っ
た
り
、
た
ま
に
お
父
さ
ん
と
一
緒
に
釣
り
に
行
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
お
父
さ
ん
が
釣
っ
て
き
た
イ
カ
を
さ
し
み
に
し
た
り
、
て
ん
ぷ
ら

に
し
た
り
イ
カ
の
足
を
焼
い
た
り
し
て
食
べ
ま
す
。
あ
と
は
ぼ
く
が
イ
カ
で
お
寿
司

を
に
ぎ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
で
き
た

寿
司
を
み
ん
な
が
お
い
し
い
と
言
っ
て
食
べ
て

く
れ
ま
す
。
ま
た
寿
司
作
り
た
い
か
ら
、
お
父

さ
ん
た
く
さ
ん
釣
っ
て
き
て
ね
。

お
父
さ
ん
が
ご
は
ん
を
つ
く
る
こ
と
は
め
っ
た

に
な
い
で
す
が
、
た
ま
に
チ
ャ
ー
ハ
ン
を
作
っ

て
く
れ
ま
す
。
そ
の
チ
ャ
ー
ハ
ン
は
と
っ
て
も

お
い
し
い
で
す
。
さ
い
き
ん
、
つ
く
っ
て
な
い

か
ら
お
や
す
み
の
と
き
に
は
チ
ャ
ー
ハ
ン
作
っ

て
お
く
れ
や
す
。

父
よ
り

今
度
た
く
さ
ん
つ
く
る
か
ら
ね☺

第
14
音
楽
隊
（
隊
長

中
福
島
昭
洋
２

等
陸
尉
）
は
、
11
月
５
日
に
レ
イ
ン
ボ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
、
11
月
23
日
に
第
12
回
室
内
楽
演

奏
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
演
奏
会
を

実
施
し
た
。

レ
イ
ン
ボ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
高
知
県
の
高
知

工
科
大
学
に
お
い
て
例
年
行
わ
れ
て
い
る
イ
ベ

ン
ト
で
あ
り
、
第
14
音
楽
隊
は
同
大
学
の
学
生

や
周
辺
住
民
等
の
幅
広
い
聴
衆
に
向
け
た
演
奏

曲
目
を
披
露
し
、
陸
上
自
衛
隊
に
対
す
る
親
近

感
の
醸
成
に
寄
与
し
た
。
音
楽
を
使
っ
た
ク
イ

ズ
「
ソ
フ
ァ
ミ
レ
ド
ン
！
」
は
今
年
７
月
に
定

年
を
迎
え
た
隊
員
の
司
会
に
よ
る
恒
例
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
あ
っ
た
が
、
今
回
か
ら
新
た
に
同
隊
の

野
堀
３
曹
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
、
こ
れ
ま
で

と
は
異
な
る
テ
イ
ス
ト
で
の
司
会
が
好
評
を
博

し
た
。

第
14
旅
団
司
令
監
察
官

（
信
太
山
駐
屯
地
業
務
隊
）

２
等
陸
佐

井
上

裕
策

転

入

転

出

令
和
５
年
12
月
１
日
付

人 事 往 来

第
24
普
通
科
連
隊

（
第
14
旅
団
司
令
監
察
官
）

２
等
陸
佐

間
仁
田
匡
史

■第１２９期初級陸曹特技課程「輸送」

輸送学校長賞

第１４後方支援隊

陸士長 中桐 伸弥

■新隊員特技課程及び一般曹候補生課程

後期（支援助教）

中部方面衛生隊長賞

第１４後方支援隊

３等陸曹 佐藤 恵

第１３後方支援隊長賞

第１４後方支援隊

３等陸曹 故島 壮佑

陸士長 内田 美優

第３３普通科連隊長賞

第１５即応機動連隊

３等陸曹 渡内 舜

第１４普通科連隊長賞

第１５即応機動連隊

３等陸曹 本馬場天空

３等陸曹 住友 広大

陸士長 嶋田 夏海

陸士長 岩佐 駿太

第３特殊武器防護隊長賞

第１４特殊武器防護隊

３等陸曹 森本 裕貴

■第１４３期２次陸曹候補生課程

中部方面混成団長賞

第１４偵察隊

陸士長 豊島 玲穏

■第１４期陸曹中級課程

第４陸曹教育隊長賞

第１４施設隊

２等陸曹 原田 一輝

部外

部 内

笑顔輝く✨ 飛行隊推しのムードメーカー
今
回
は
飛
行
隊
で
「
こ
れ
か
ら
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

に
な
る
！
」
で
あ
ろ
う
航
空
機
整
備
員
で
あ
る
三

野
１
士
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
て
い
き
ま
す
。

飛
行
隊
が
任
務
遂
行
す
る
た
め
に
は
整
備
員
の

存
在
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
三
野

１
士
の
活
躍
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

三
野
１
士
に
聞
き
ま
し
た
！

日
頃
ど
の
よ
う
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

整
備
と
聞
く
と
航
空
機
を
整
備
す
る
だ
け
と
思

う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
整
備
以
外
に
も
、

航
空
機
に
乗
り
込
ん
で
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

例
え
ば
、
ヘ
リ
か
ら
の
人
命
救
助
活
動
に
お
い
て

は
、
航
空
機
か
ら
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
で
降
下
す
る

「
ホ
イ
ス
ト
」
の
操
作
を
行
っ
て
隊
員
を
降
下
さ

せ
て
要
救
助
者
を
救
出
し
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、

山
林
火
災
等
の
消
火
活
動
を
す
る
際
に
使
用
す
る

「
バ
ケ
ッ
ト
」
は
整
備
員
が
操
作
し
ま
す
。
航
空

機
が
安
全
確
実
に
飛
行
し
、
任
務
完
遂
で
き
る
よ

う
、
日
々
練
成
し
て
い
ま
す
。

周
り
の
方
に
聞
き
ま
し
た
！

三
野
１
士
は
ど
ん
な
人
で
す
か
？

温
厚
な
性
格
で
い
つ
も
明
る
く
笑
顔
が
ま
ぶ

し
い
隊
員
で
す
。

人
一
倍
努
力
家
で
訓
練
に
も
積
極
的
に
臨
ん

で
い
る
姿
勢
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
飛
行
隊
の
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー

と
し
て
さ
ら
に
成
長
し
て
い
け
る
隊
員
で
す
。

第
14
飛
行
隊

谷
内
３
曹

第１４飛行隊

三野 雛（みの ひな）１等陸士

趣味： ツーリング、ドライブ

好きな食べ物： 唐揚げ

航
空
科
整
備
員
と
な
る
た
め
に
は
、
当
初
教
育
部
隊
等

で
自
衛
官
と
し
て
の
基
本
基
礎
を
学
ん
だ
後
に
、
航
空
科

部
隊
で
航
空
科
全
般
の
こ
と
を
学
ぶ
。
部
隊
配
置
後
、
勤

務
を
通
じ
て
航
空
機
整
備
員
と
し
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
上
司

か
ら
学
び
つ
つ
部
隊
で
実
施
さ
れ
る
整
備
員
に
必
要
な
検

定
を
受
け
る
。
検
定
に
見
事
合
格
す
る
こ
と
で
航
空
機
整

備
員
と
し
て
勤
務
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

地上において
ホイスト訓練を行う
三野１士（写真：左）

↑

第
12
回
室
内
楽
演
奏
会
は
、
同
隊

主
催
に
よ
る
演
奏
会
で
、
通
常
の
吹

奏
楽
編
成
に
よ
る
大
編
成
の
演
奏
で

は
な
く
、
３
～
10
人
の
少
人
数
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
演
奏
を
行
っ
た
。

少
人
数
で
の
演
奏
に
よ
り
、
隊
員
一

人
ひ
と
り
の
音
色
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し

た
演
奏
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
年
度
は
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

（
香
川
県
綾
歌
郡
宇
多
津
町
）
に
お

い
て
実
施
さ
れ
、
約
２
時
間
に
わ
た

り
隊
員
の
熱
演
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
高
校
や
大
学
の
文

化
祭
、
地
元
善
通
寺
市
の
イ
ベ
ン
ト
、

旅
団
追
悼
式
等
に
参
加
し
、
部
内
外

に
お
い
て
精
力
的
に
演
奏
活
動
を
実

施
し
て
い
る
。

←

■香川県メンズフィジーク・オープン

第３位（40歳以上の部）

第１４旅団司令部付隊

１等陸曹 吉木 亨

■第１回香川県下銃剣道善通寺大会

第４１回市民体育大会

優勝（団体戦）

第１４旅団司令部付隊

先鋒 ２等陸曹 岡﨑 慎吾

中堅 陸曹長 橋本 和也

大将 ２等陸曹 能登 信尚

準優勝（団体戦）

第１４旅団司令部付隊

先鋒 ２等陸曹 井上 忠良

中堅 ２等陸曹 高井 豊

大将 ３等陸曹 原田 泰熙

優勝（個人戦）

第１４情報隊

２等陸曹 寺嶋 勇次

■第１回日本拳法火の国大会

第４位（団体戦）

第１５即応機動連隊

監督 ２等陸曹 福岡 秀佳

先鋒 ３等陸曹 太田 圭裕

中堅 ３等陸曹 大西 義騎

次鋒 ３等陸曹 長野 翔太

副将 陸士長 岡﨑 彩季

大将 ２等陸曹 七河 将太


